
令和 5年度 第 8回 理事会議事録 

日時：令和 6年 1月 23日（火）19:10～20：20 

場所：Web会議、県士会事務所 

出席：（理事）磯野、髙村、三科、小林(司)、北山、有泉

井村、渡辺、鮎川、菊池、古屋、鈴木、 

大西、平賀(篤)  

（部長）丸茂、秋山、小林（泰） 

（副部長）平賀(満)、萱沼 

書記：笠井 

 

会員管理情報 

慶事 0件 弔事 0件 施設数 162  

会員数 964名（施設 911名 自宅 53名）                 

 

Ⅰ.審議事項 

1.第 44回関東甲信越ブロック理学療法士会学会につい

て： 磯野会長 

以下のように学会について案を提示。ご審議いただき

たい。 

・大会長：磯野、・準備委員長：小林司、・学術局長：菊

池、・事務局長：清水、・運営局：鈴木、・総務部長：関野、・

財務部長：網干、・渉外部長：嶋津、・相談役：谷村、・監

事：髙村で組織図を作成した。 

・会期：11 月 8 日（土）9 日（日）または 11 月 15 日

（土）16日（日） 

・場所：アピオ 

・開催方式：参集（オンデマンドはしない） 

2 月に関ブロの士会長会議があるので提案していく予

定。 

結論 

・案の通り組織図、開催方式を承認。会期については磯

野会長に一任する。 

・早急に準備委員会を立ち上げて進めていきたいと思っ

ている。皆さんご協力をお願いしたい。 

2.第 4回山梨県リハビリテーション専門職合同学術大 

会の広報について：合同学術集会部 

合同学会の広報部より、合同学会公式 X 及びインスタ

グラムを開設し、広報をしていきたいとの提案がある。

運用開始について承認をいただきたい。 

質問、意見 

・合同学会の期間限定の SNSという解釈でよいか 

→その通り 

・合同学会と県士会の SNSですみ分けを意識していくか。

合同学会でも県士会でも同じ内容で広報をしていく

でよいか。  

→すみ分けは考えていない。あらゆる手段を使って広

報をしていく。 

結論 

・承認。 

3.山梨県理学療法士会に対する意識調査（案）につい

て：調査研究部 

県士会の運営に対する意識を調査する事で、現状把握

と県士会へのニーズを把握し、よりよい新時代の県士会

運営に繋げ、県士会員へ還元していく機会とする事を目

的としたアンケート調査を実施する。前回の回答数が少

なかったため、依頼に関しては各施設宛てに依頼文を配

布し、QR コードを用いてアンケートを依頼していく予

定。 

結論 

内容を理事で確認をして井村先生に意見を出しても

らい、修正をして再度、提示してもらう。 

対面での研修会の参加許可がおりていない病院施設

はどの程度あるのか把握できるように追加する。 

4.令和 5年度公開講座について：企画局公開講座部 

公開講座の開催について、ヴァンフォーレスポーツク

ラブに企画・運営を依頼している。 

対象：小学 1年～6年親子 約 20組 60名 

内容：広報グッズ・PT協会のリーフレット配布・PTの

紹介、走り方教室、専属 PT・プロ選手の見学、

食育、ホームゲーム観戦 

質問、意見 

・けがや事故に遭った場合の保険はどのようになって

いるのか。 

→ヴァンフォーレクラブでみてもらうことになっ

ている。 

 ・20組 60名というのは 1組 3名ということか。 

  →1組 3名で、親と子の数の割合は決めていない。 

・雨天時に屋内で開催する場合は、マスク着用などの

感染対策をした方がよい。 

 ・対象を小学生に絞った理由は。 

  →ヴァンフォーレクラブでこの様な企画を今まで

実施しており、対象が小学生になっていると思わ

れる。 

結論 

このまま企画を進めてもらい、感染対策、グッズのＰ

Ｒなどの詳細を詰めていってもらいたい。 

5.X（旧 Twitter）投稿に関する承認等に関して：広報

局 

①先日の理事会において「X の投稿に関しては 3 役会

議を通して」の決定となったが、メールで配信され

ている内容の「スクリーンショットの画像」と「詳

細は山梨県理学療法士会ホームページへ」の投稿内

容に関しては 3役会議を通さず投稿をさせてもらう

ことは可能か。 

 ②リポスト（リツイート）する場合も 3役会にて審議

してもらった方がよいか。 

リポストしたい案件：公益財団法人日本理学療法士

協会公式「Ｘ」でのお知らせ、一般社団法人日本理

学療法学会連合の 12 学会、8 研究会の公式「X」で



のお知らせ、他都道府県士会が発信しているお知ら

せのポスト 

質問、意見 

・スピード感が最も大切なので①②ともに 3役会議の

審議がなくてもよいと思う。 

・②について公益な安全性が保たれていれば審議なし

でよいと思う。非公式なものは審議が必要であると

思う。 

  →非公式なものについては審議にかけていきたい。 

・他の都道府県士会からの発信を全て拾おうとすると

大変ではないか。 

→全部、拾っていくつもりはない。依頼があればリ

ポストする。 

・何でここを拾わないかということで問題にならない

か心配がある。また、過去に他都道府県士会からの

研修会等の周知の依頼数が多くて困ったことがあ

る。 

→広報局で持ち返って検討していきたい 

 結論 

①②ともに 3役会議の審議がなくても投稿してもよい

ことで承認される。②は非公式な場合は 3役会議の審議

にかける。他の都道府県士会のリポストについては広報

局で再度、検討する。 

・投稿手順について 

投稿したい内容があったら大西局長、及び宇月部長

にメールで連絡をする。その際に投稿してほしい内

容も併せて送る。写真など個人が特定される可能性

があるようなものを投稿する際は事前に承諾を取

っておく。文字制限は 140文字。 

・投稿内容について 

研修会及び事業の案内、研修会報告及び事業報告。

学術集会などは会議の様子や会場視察等があると、

学術集会に向けてこういう準備をしているなどが

伝わってよいと思う。 

6．山梨県理学療法士会主催症例検討会について：生涯

学習局 

2月 21日（水）18：00～18：40に開催予定。 

すでに募集を開始しており、発表希望 1名（神経系）、 

聴講希望 29名。 

結論 

承認。 

   

Ⅱ.報告事項 

1.各委員会等の報告 

なし。 

2. 2024 JOC 杯 U20・U17 全国予選大会関東ブロック

大会について（レスリング）について実施報告：社会局

スポーツ理学療法部 

日 時：12 月 26 日 7：30～15：30 

場 所：小瀬スポーツ公園体育館 

医務担当：橋本医師、スポーツ PT 部員 5 名 

対応数：試合会場と本部横の救護所対応で 49 件 

内容：止血処置、テーピング他 

3. 第 76 回スポーツ理学療法勉強会について実施報

告：社会局スポーツ理学療法部 

日時：1 月 15 日 19：00～21：00 

開催方式：zoom（ウェビナー） 

テーマ：現場で役立つこれだけは知っておくべきト 

レーニングの基礎知識 

講師：早稲田大学スポーツ科学学術院 准教授 

 平山邦明先生 

 参加者：80 名 

4. 高年齢労働者の就労支援に関するモデル事業中間

報告会：社会局 

  日時：1 月 16 日 18：30～20：30 

  開催方式：zoom 

   参加者：都道府県傍聴希望者 49 名 

  内容：モデル事業中間報告について（宮崎県） 

情報提供：令和 4 年度モデル士会（福島県、新潟県、

岡山県） 

行動災害防止と健康起因自己防止に向けた神奈川

産業保健総合支援センターの活動事例等。 

5. 第 4 回山梨県リハビリテーション専門職合同学術 

大会の講師案の報告について：学術大会局 

  講師の候補が出たので報告する。素案の状態なの 

で、講師の案があったら連絡をいただきたい。 

  質問、意見 

  ・学会の大テーマは何か。講師候補の専門分野がバ

ラバラだが、テーマに則して講師を決めていくも

のだと思う。 

  ・テーマはリハビリテーションの本質を探り、新た

なビジョンへのシフト。「Sinka」進化、深化、新

化を意味する。 

6.第 4回学術研修会開催報告：学術研修局学術研修部 

  日 時：1月 21日 10：00～16：00 

  会 場：桃源文化会館 対面開催 

  講 師：脳と身体のリハビリテーションふくりは施

設代表 福富利之先生 

  テーマ：成人片麻痺の評価と治療～自立歩行獲得に

向けたポイント～ 

  参加者：34名 

  コロナ禍以来、初の対面開催となった。感染対策指

針を遵守し、研修会中の体調不良者も発生しなかっ

た。 

 質問、意見 

  ・抗原検査キットを利用する場面はなかったか。 

  →検温で対応でき、今回はキットを使用することは

なかった。 

  ・キットの準備、使用しなかった物を他の部や委員

会に運用できないか。よい方法はないか。 



  →キットの保存は数か月しかできないと思う。現時

点では県士会の活動を止めないことが大事にな

るので、準備していくことが大事ではないか。 

  →使わないキッドがあれば、個別に連絡を取り合っ

て受け渡しなどをしていきましょう。 

・お疲れ様でした。初めての対面研修で意義がある

ものであったと思う。今後続けていくのに良い指

針となったのではないか。対面での研修会の参加

許可がおりていない病院施設はどの程度あるの

か把握できているか。できていない場合は、企画

局のアンケートの設問に入れてもよいと思う。そ

の結果によって、県士会として公平性を担保する

のであれば、研修会をアーカイブ配信できる準備

を進めていく必要があるかもしれない。 

 

Ⅲ.事務管理局より 

・ラインワークス作業進捗状況について 

正式に契約し登録をしたところ。これから理事の方

達に、メールでラインワークスの招待を行う。登録

方法についてもメールで送るようにする。違うメー

ルアドレスがよければ、丸茂部長か有泉局長か平賀

副部長に連絡をする。 

質問、意見 

・自分で使用する端末は選べるのか。 

→ラインワークスのアプリを入れてもらえば、どの

端末でも使用できる。併用もできる。 

 

Ⅳ.その他 

1.財務部より 

12月分の源泉徴収等を未提出な方は提出をお願い 

したい。 

3 月で会計を締めるので、各局で会計を締めたら、 

メールで丸茂部長に連絡をしてほしい。その後、事

務局で対応し資料を取りに行く。昨年度は締めが

4 月になってしまったのでご協力をお願いしたい。 

 

Ⅴ.次回の理事会日程について 

日時 令和 6年 2月 27日（火）19：00～ 

場所 Web会議 

連絡 2月 23日（金）までに審議事項および資料を

事務管理局（有泉理事）へ提出する。 

議題がない場合でも事務管理局へ連絡する。 

 

 


